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第５章　地域における事例
18．高知県安芸郡馬路村（著作権、商標権）

今回は、「ゆず」で有名な「馬路村（うまじむら）」
である。ゆず加工品の売上だけで35億円以上の規
模を誇る地域の産業化では成功している地域であ
る。

馬路村の産業の歴史は、江戸時代の土佐藩が管
理していた「魚梁瀬杉（やなせすぎ）」から始まる。

その後、林業の衰退に抗うようにゆずを栽培し始
めた。しかし見かけの悪いゆずしか獲れなかった。
そこで、ゆずの果汁から加工品を作ることとし、
これを馬路村ブランドとして販売することで成功
した。近年ではゆずの加工食品だけでなく、江戸
時代から大切にされていた魚梁瀬杉で作られた木
工芸品の販売や林業を生かした観光産業でも知ら
れるようになっている。

地域における観光と知的財産の関連性（21）
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馬路村はいわば「６次産業化の先駆者」である。
本稿以降の数回は「６次産業化」で成功している
地域について、成功に至るまでの長い道のりと観
光と知的財産の関係を紹介する。

（１）馬路村
高知県には35の市町村がある。この中で人

口が２番目と少ない地域が「馬路村」である。
2016（平成28）年11月30日現在、人口は915人、（男
434人、女481人）、世帯数441世帯である１。

場所は、高知県の東部の1,000m級の山々に囲
まれた山間に位置する。村は「馬路地区」と「魚
梁瀬地区」に地理的に分かれる。村の面積の何
と96%を山林が占めており、この内の75％が国
有林である。
「馬路村は、四国は高知の山の中。人口は、

1000人足らずの過疎の村です。遊びは、山と川
しかありません。山の暮らしはたいへんですが、
ゆずに木工に温泉にとがんばっています。」と村
のホームページで紹介されている２。

興味深いのは、人口は少ないが昔から市町
村合併について反対する住民が多いことである。

「極めて自立心が高い地域」といえる。危機感と
覚悟を持つ村だと思う。

また、「日本で最も美しい村３」連合にも加
盟している。北海道美瑛町長の呼びかけにより
2005（平成17）年に７つの村で設立された「Ｎ
ＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合（商標登
録済）（ 通称、美しい村連合）」である。当時は、

「平成の大合併」の時期で市町村合併が促進さ
れ、小さくても素晴らしい地域資源や美しい景観
を持つ村の存続が難しくなってきた時期だった。

1982年に64の村で始まった「フランスで最も
美しい村」連合がモデル。失ったら二度と取り
戻せない日本の農山漁村の景観・文化を守りつ
つ、最も美しい村としての自立を目指す運動で
ある。具体的には、長年培われた世襲財産を継
承しつつ、次世代の若者たちが自分の地域で働
き暮らし続けられていくことで、将来にわたり
若者たちが働く雇用の場が創出されることで地
域経済が発展していくことである。

フランスと同様、加盟自治体が「日本で最も
美しい村」として妥当かどうかを定期的（５年
毎）に審査し、基準を満たさない場合は退会さ

せるという厳しさもある４。このような意識が
高い村が日本にたくさんあることは嬉しい話で
ある。

図１：高知県馬路村５

（２）馬路村の産業の歴史６

江戸時代から振り返る。林業と農業の取り組
みが両輪のように繰り広げられている。

17世紀後半から19世紀後半にかけて、魚梁瀬
杉が土佐藩の藩有林として管理されてきた。

1871（明治４）年の廃藩置県で魚梁瀬杉林の
ほとんどが国有林となった。

1889（明治22）年の町村制施行に伴い、馬路
村と魚梁瀬村が合併し、現在の馬路村となる。

1907（明治40）年、森林鉄道が走り始めた。
1948（昭和23）年には「馬路村農業協同組合」

が、1952（昭和27）年には「馬路村森林組合」
が設立された。

1954（昭和29）年の「昭和の合併」で安芸市
との合併案が浮上するが実現せず。

1960（昭和35）年に林業が最盛期を迎えた。
1963（昭和38）年、馬路村の町有地でゆず栽

培が始まった。
1965（昭和40）年、電力不足対策として「魚

梁瀬ダム」が建設された。ゆず栽培が盛んになっ
た。

1975（昭和50）年、農協のゆず集荷場が完成し、
搾汁作業が始まった。

1979（昭和51）年、馬路営林署と魚梁瀬営林
署が統合され、営林事務所となった。「コミュ
ニティセンターうまじ」という馬路温泉が開設
された。

1981（昭和56）年、馬路林材加工協同組合が
誕生した。


